



























る LR-Gold にて包埋した。厚さ約 2μm の準超薄切片を作製し、トルイジンブルー染色および
ウサギ抗ラットリゾチーム抗体を用いてImmunogold-silver stainingを行い免疫組織化学的に
リゾチームの局在性を光学顕微鏡にて観察した。また生体内における分解動態の詳細を確認す










Immunohistochemical and electron microscopic study of the biodegradation processes of 
chitin and chitosan implanted in rat alveolar bone. 
                                                               池田 毅 
週間経過時まで観察された。 
脱アセチル化度 50％群では、術後１週間以内に急性炎症反応は消失しており、単球や Mφが
キチンに近接していた。また、リゾチーム陽性細胞が若干確認できたが、２週間経過時にはみ
られなかった。３週間経過時には、脈管形成を伴った線維性結合組織によるキチンの被包化が
明らかとなった。 
脱アセチル化度 100％群では、術後１週間経過時に Mφや多核巨細胞などの貪食系細胞浸潤
が確認され、毛細血管をはじめ脈管系組織の増殖が同時期の 50%群よりも著明であった。リゾ
チーム陽性細胞は１週間以内に消失しており、経時的に肉芽組織の新生が増大していた。 
２）透過型電子顕微鏡観察 
脱アセチル化度０％群においては、術後１週間経過時に多数のライソゾームを含んだ好中球
がキチンに近接していた。また２～３週間経過時には、Mφや多核巨細胞が近接しており、４
週間時にはコラーゲン線維によりキチンを被包した線維芽細胞が確認された。しかしながら、
キチン表層部における貪食像を呈する変化はみられなかった。 
脱アセチル化度 50％群においては、術後３～４週間経過時、貪食系細胞内のファゴゾームが
金コロイドで標識されたキチンを取り込んでいる像が確認された。 
脱アセチル化度 100％群においては、キトサン表層部の不整状変化が 50％群よりも著明であ
り３週間以内にはキトサンを取り込んだファゴゾームを有する多核巨細胞が多数みられ、キト
サン自体も線維性組織に被包されていた。 
【考察】 
本研究および我々の以前の報告より検討した結果、脱アセチル化度が高いものほど、すなわ
ちキチンよりもキトサンの方が、より早期に生体内で分解吸収を受けることが明確となった。
またその骨組織内での分解様相は、リゾチームなどの生体内酵素による影響よりも、多核巨細
胞などの貪食作用による効果が主体であることが示唆された。さらに脱アセチル化度 100％群
は、１週間以内に急性炎症反応が消退しており、リゾチーム分泌もほぼみられないことから、
より生体親和性があり骨組織再生には適した生体材料であると考えられた。 
